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天神遺跡は、出雲市天神町一帯の広範囲に遺物が散布する周知の遺跡で、これ

までに何度も発掘調査が実施されています。

このたびは社団法人中国建設弘済会の出雲支部建設に伴い、発掘調査を実施い

たしました。

隣接しております国土交通省庁舎の敷地は1986年に調査しており、多くの遺構

e遺物を検出しておりますが、今回の調査ではすでに半分近くが破壊されていた

こともあって、このとき検出されたものとの関連を知ることはできませんでした。

しかし、規模は小さいながらも遺構・遺物を検出しており、これらは今後天神

遺跡の実態、また出雲平野の全貌を明らかにする上で貴重な資料となることでし

ょう。

最後になりましたが、この調査を行うに当たりましてご協力いただきました社

団法人中国建設弘済会の皆様、関係各位に心から感謝いたします。

2001年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　免　　博



例 にコ

1。本書は、1999年（平成11年）に社団法人中国建設弘済会の委託を受けて実施した、社団法人中国

建設弘済会島根支部建設工事に伴う下記の遺跡の発掘調査の調査報告書である。

天神遺跡（第11次調査）eeeeeeeeeeeeeee島根県出雲市塩冶有原町5丁目9番1

2。調査組織は次の通りである。

調査主体　出雲市教育委員会

事　務　局　太田　　茂（文化振興課長）

川上　　稔（同　課長補佐）

調　査　員　片倉　愛美（同　　主事）

調査補助員　福田　和美（同　臨時職員）

伊藤めぐみ（　同　）

3。調査にあたり、守岡正司氏（島根県教育委員会）に指導を受けた。

4。本書で使用した方位は磁北を示す。

5。遺構の浄書は福田、伊藤が行った。遺物の実測、浄書、写真の撮影はは伊藤、片倉が行った。

6。発掘調査には次の方々に従事して頂いた。

秦　　幸正　　　山根　誠一　　　藤江　　実　　　高橋ナツエ

松井　和代　　　岸　　玉恵　　　来間　達夫　　　公田　悦朗

7。本書で使用した遺構略号は次の通りである。

SD一溝状遺構　　　SK一土坑状遺構　　P－ピット

8。本書の執筆、編集は片倉が行った。

9。調査にあたっては、社団法人　中国建設弘済会から多大な協力を得た。

10。本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。
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調査に至る経緯

社団法人　中国建設弘済会は出雲市塩冶有原町に島根支部の事務所建設を予定していたが、周知の

遺跡である天神遺跡の範囲内であったため、平成10年12月に出雲市教育委員会に調査依頼があった。

建設予定地は建設省（現国土交通省）出雲工事事務所の敷地に隣接しているが、現在建っている庁

舎建設の際も発掘調査を行って多くの遺構・遺物を確認している。（註1）そのため、あえて破壊行

為となるような試掘調査は行わず、翌平成11年4月から建物が建つ部分280汀fの本調査をすることと

なった。

最初に、重機により表土から1mまで掘り下げたところ、この1mはほとんどが造成土で、他の天

神遺跡での調査で検出されている近世などの遺構が確認されている層はすでに削られており、撹乱層

に含まれていた遺物等も、遺構に伴っていたのかどうかは確認できない状況であった。

その上、調査区の南側の全体の約1／3は深さ3m近くまでさらに掘り下げられており、コンクリ

ート片などの産業廃棄物が投げ込まれて、埋め立てられている状態であった。

しかし、調査区の東側部分では、これまで調査された天神遺跡で弥生時代の遺物や遺構が確認され

ている淡黄褐色のシルト層が広がっており、遺構らしきものが確認された。また、西側はその1層上

の暗赤褐色層が残っていたため、この面で重機での掘削を止め、人力での掘削に切り替えた。この層

もすでに上の方は削られていたらしく、すぐ上面の撹乱層の中に同一個体の破片が含まれたりしてい

た。

調査区は破壊されている部分を除いて、5mX5mのグリッドを9カ所設定したのち、発掘調査を

進めていった。

調査は平成11年4月27日に開始し、同年7月3日に終了した。

・註1　建設省新庁舎建築に伴う天神遺跡発掘調査報告書Ⅳ

1986年3月　　出雲市教育委員会
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位置と環境

天神遺跡は出雲平野のほぼ中央、出雲市塩冶有原町を中心に広がっている遺跡である。この範囲は

現在確認されているだけで約6，000m2以上に及ぶ。

遺跡が形成された当時は平野は完全にはまだ形成されておらず、入海（現在の神門水海）がかなり

入り込んでいる広い水域を持っていた。現在のような地形になったのは、それまで西進して大社湾に

注いでいた斐伊川が逆流し、東進して宍道湖に流れ込むようになった江戸時代以降のことである。

押し寄せる開発の波を受け、出雲平野でも数多くの発掘調査が行われ、多くの遺跡が確認されてい

る。これらを時代別に概観する。

〈縄文時代〉

平野の北側にある縄文早期の菱根遺跡のあと、早期末の上長浜貝塚があるが、それに続く縄文時代

の遺跡は確認されていない。しかし、後期e晩期になると三田谷I遺跡や原山遺跡などが生活の場に

なっていたことが窺えるような遺物が出土していることから、この当時は平野の縁辺部が活動拠点に

なっていたと考えられる。

〈弥生時代〉

自然堤防の徴高地上に遺跡が築かれる。前期にはそれほど目立った遺跡は存在していないが、中期

以降になると天神遺跡、下古志遺跡、田畑遺跡など巨大な集落の出現がみられる。矢野遺跡、知井宮

多聞院遺跡では貝塚を伴っている。これらの遺跡は古墳時代前期まで継続して拡大を続けていく。

一方、斐伊川を望む丘陵上に四隅突出型という特異な形状の墳墓が築かれる。西谷墳墓群は弥生墳

丘墓や古墳が密集しており、弥生墳丘墓からは吉備や北陸など、他地域の土器が検出されている。こ

の時期は出雲平野の覇者が一番勢力を拡大していた時期だと考えられている。

〈古墳時代〉

前期の古墳としては、西谷墳墓群の中の7号墓が、中期には太寺古墳が築造されるが、その他の遺

跡には目立ったものがみられない。後期にはいると、今市大念寺古墳や上塩冶築山古墳など、出雲東

部に匹敵するような規模の古墳が築かれるようになる。また、丘陵斜面などには上塩冶横穴墓群のよ

うに180基以上の横穴墓が築かれる。しかし、それを支えた人々が居住していたであろう集落などは

末だ確認されていない。

〈奈良時代〉

これまで奈良時代の遺跡はあまり確認されていなかったが、平成10年度に古志本郷遺跡で神門郡家

の一部と思われる遺構が発見された。光明寺3号墓などの初期火葬墓も4例が知られており、神門寺

境内廃寺や長者原廃寺など仏教文化の導入が窺える。
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調査の概要

錮　発掘調査の概要

今回の調査区は、広範囲に広がっている天神遺跡の中でも、標高が南に向かって徐々に高まってい

る場所である。

重機によって調査区の南側の遺構は一部は消滅、東側は上部が削られているような状態であったが、

西側については遺構面の上層になる遺物包含層が残っていた。このため、東側は重機で遺構面まで掘

り下げ、西側は包含層まで掘り下げた後に人力で掘り下げていった。

調査予定面積は全体で280汀fであったが、重機による撹乱のため実際に調査したのは約220扉である。

ここに東西、南北とも5m間隔（1部5m50cm）のグリッドを設定した。

層序（第2図）

比較的残りのよい調査区西側で層序の確認を行った。調査範囲がそれほど広くないため、調査区の

どの面でもほぼ同じ堆積状況であった。

上から撹乱層（造成土も含まれる）、黄灰色（オレンジ色の斑点あり）、暗灰黄色、黒褐色（遺物包

含層）、褐色シルト層（遺構面）となっている。

遺構（第2図）

遺構は土壌状遺構が20、溝状遺構2、ピット4を検出した。しかし、遺物を伴っていたのはSKO

2、SKO3、SKO8、SD02のみであった。また、遺構内部に堆積していた土も遺物包含層と

している黒褐色土のみのため、個々の遺構の詳しい性格についてはほとんど不明である。

今回の調査区のすぐ北側は1986年から1987年にかけて建設省（現国土交通省）新庁舎建設に伴って

調査が行われているが（天神遺跡第5次調査）（註1）、その際に検出された弥生時代中期中葉の副葬

品を伴うような遺構や、古墳時代後期の竪穴式住居と考えられる遺構、その他関連が考えられるもの

は検出されなかった。

時期としてほ、中世以降（SKOl、SKO8？主　弥生時代（その他の遺構）と考えられる。

遺物

遣物はこれまで行われた天神遺跡の調査の中でも格段に少なく、検出された遺物の量はコンテナ一

箱分であった。上層が撹乱を受けている影響もあってか、遺物包含層は遺構面のすぐ上層である黒褐

色層1層のみであった。しかし、造成土やすでに破壊されている部分からも遺物が一部検出されてお

り、破壊されている部分にも他の部分と同じくらいの遺構・遣物が存在していたものと思われる。

遺物は弥生土器がもっとも多く、須恵器、土師器、陶磁器類も若干出土している。しかし、須恵器、

土師器、陶磁器についてはそれに関連する遺構もないことから、おそらく外からの流れ込みである可

能性が高いと思われる。
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①撹乱層　　　　　　　　　　　　　　　　⑤2．5YR‘毎　暗黄灰色
②25YR少i　黄灰色　　　　　　　　　　⑥7．5YRシ乏　黒褐色　遺物包含層
③撹乱層　　　　　　　　　　　　　　　⑦10YR‘4　褐色　　遺構両
④25YRシi　黄灰色　錆色の斑点が多い　⑧75YRシ昌　黄橙色

第2闇　調査区全体図
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一十・単音車：一幣宇

〈S K Ol〉

上部はすでに重機によって削られていたた

め、規模は不明である。SK18の真上に掘

られており、遺物包含層と考えている黒褐色

層から遺構が掘り込まれている。この層にあ

る遺構はこれのみだが、第9次調査の際、弥

生時代の遺構面の上層に中世の遺構面があっ

たことから、これもほぼ同時期に当たるので

はないかと推測される。しかし、この遺構に

伴う遺物は見つかっていない。

〈SKO2〉（第3図）

南北が2。95m、東西が1。4m、深さは55。Ocm

で、不整形な楕円形を呈している。他の遺構　炉

に比べてしっかりと深く掘り込まれている。

遺構の北端はSD Olと重なってしまってい

るが、切り合い関係からSD Olが作られた

後に、SK02が掘り込まれたものと考えら

れる。遺構の内部に堆積していたのは黒褐色

土のみである。土器片が100点近く伴っており、

そのほとんどが弥生時代中期から後期にかけ

てのものであった。

〈SKO2出土遺物〉（第4図）

出土した土器片の点数は100点近くあるも

のの、ほとんどが同一個体のものが多く、個

体数としては4個体ほどであった。そのうち

実測可能であったものは3点であり、1、2は

松本編年のⅢ－1式、3ほⅢ－2式にあたる。

（註2）

1は広口壷の目線部である。口縁部が朝顔

形に大きく開き、外面、内面ともにパケや断

面三角形突帯文を施している。2ほ無頸壷の

口縁部である。3は広口壷の目線部であるが、

1とは違いさらに小型のものと考えられる。

外面にパケ目が残っているが、部分的にナデ

消されている。
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〈SKO3〉（第5図）

南北が1。2m、東西が1。9m、深さが21。Ocmのきれいな楕円

形を呈している。SKO2同様他の遺構と比べてしっかりと

掘り込まれている。遺構の内部からは200点以上の土器片が

出土しているが、その中で握り拳大の石が伴っており、その

石は遣物と遣物の間に挟まれるようにして検出された。この

ことから、偶然石が入り込んだものではなく、意図的に入れ

られたものではないかと思われる。

また、遺物を接合した際、遺構内部から出土したものと遺

構周辺から出土したものが同一個体であるものが何点かあっ

た。重機によりすでに破壊されている部分から近いこと、ま

たSKO3付近で確認した土層では遺構面のすぐ上層まで重

機によって破壊されていたことから、遺構上部はすでに破壊

されていた可能性もある。

〈SKO3出土遺物〉（第6図）
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訂言∴∴1

弥生時代前期から中期のものが出土している。SK02と

違って破片数も多い上に、個体数も多く完形に近いものは1個体だけであった。1から3、5から12

は嚢の日録部である。1は緩く外反しており、端部は面を持っている。外面は突帯文、内面にはパケ

目を施す。2は口縁部が大きく外反し、体部から口綾部まで厚さがほぼ均一である。内外面にパケ目

を施す。3から6は目線部の外反が緩く、端部も先細りや丸く仕上げられている。3は外面は細かい

パケ目、内面は目の大きなパケ目で仕上げられている。4の外面は胴部の中央より下がミガキ調整で

ある。5ほ内外面ともナデ、6は外面がやや目の大きなパケ目、内面はナデ調整、7は内外面とも細

かいパケ目調整である。

8から12は、口緑部の端部に面がある。8は端部が真っ直ぐ仕上げられているため小さな面ができ

ているが、9から12は意識して面を大きく作っているものである。11は口緑部外面にもへラ状工具に

より施文されている。8、10は外面にやや粗い目のパケ目調整が施されているが、その他のものにつ

いてはナデ調整である。12は内外面ともに細かいパケ目があったものと思われる。1ほⅢ－1式、2

から7はⅢ－1式、8から12はⅢ－2式にあてはまる。

13、14は葉形土器の胴部である。13は内面に細かいパケ目と横方向のヘラ書きが施されている。14

は外面は全面的にミガキ、内面は部分的にパケ調整である。

15から19は壷の葉形土器の底部である。15は全体的に厚く、他の4つに比べてやや古い感じを受け

る。15は外面はナデ、内面は風化が激しい。16は外面はパケ目、17から19はミガキ調整である。

20は器種不明である。口緑部が北部九州の須玖Ⅲ式に類似しているとの記載がある。（註3）

内外面ともナデ調整である。21は高杯の接合部である。円盤充填法でつくり、丁寧なミガキが施され

ている。22は長頸壷の頚部で、外面に細かい装飾、内面には丁寧なミガキが施されている。

7
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第6図　Slく03出土遣物実測駐（2）

〈SDOl〉（第7図）

幅0。7m、現存長5．9mで、深さ66。Ocmである。この遺構は西側に向かってまだ続いており、西側壁

で確認した土層にもそれが現れている。遺構内部は包含層である黒褐色土のみであったが、遺物は検

出されなかった。

9
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〈Pl〉（第8図）

直径25cm、深さ7．5cmで、ほぼ円形を

呈している。

〈SKO4〉（第8図）

東西0。75m、南北0。7m、深さ9。Ocmの

不整形な円形を呈している。遺構の掘り

込みは浅い。内部には黒褐色土が堆積し

ていた。

〈SKO5〉（第8図）

東西0。8m、南北0。4m、深さは。4cmの

楕円形である。遺構の掘り込みは浅い。

内部には黒褐色土が堆積していた。

〈SKO6〉（第8図）

東西0。5m、南北1。25m、深さ20。1cmの

不整形な楕円形である。内部は北より深

く、南に行くに従って浅くなる。黒褐色

土が堆積していた。

〈P2〉（第8図）

直径30C恥深さ3。6cmで、やや東西に伸

びる楕円形を呈している。黒褐色土が堆

積していた。

sK府二
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唱

ヨ

亨了いjl・工：主　－I十・一；・・ト十十刊＝

〈SKO7〉（第9図）

東西0。55m、南北1。45m、深さ12cmで楕円形を呈している。中央がやや深く、南北に向かってやや

浅くなっている。

〈SKO8〉（第9図）

東西が現存で0。65m、南北0。55m、深さ12。3cmである。他の遺構に比べてかなり深く、しっかりと

掘り込まれている。小型の高士不がユ点出土している。

〈SKO8出土遺物〉（第10図）

小型の高杯で、ほぼ完形で遺構の上面近くから出土した。全体はナデで仕上げられ、丁寧な作りと

なっている。底部には糸切り痕が見られる。時期としては12世紀頃のものと思われる。

〈SKO9〉（第9図）

東西2。Om、南北1。35m、深さ8。9cmで、北側部分が大きく突出している。かなり浅く、突出した部

分はやや深くなっている。
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〈SDO2〉（第11図）

東西1。4m、南北が現存長4。65m、深さ22。5cmである。北端がSKl O、

11とくっついている。溝状遺構でもSD Olと違ってかなり浅い。土器

片が出土しており、弥生時代中期のものである。

第相関　SK関出豊遺物実測図

第m園　恩田鍼実測閃

くSKl（主，11〉（第12図）

SKl Oの西側とSKllの東側でくっついている。SKl Oは南北3。75m、深さ30。4cm、11は

南北2。5m、深さ50。2cmで、東西は2つ合わせて5。6mである。恐らく、SKll、SD02が作られ

た後、より深く掘り込んでSKl Oが作られたと考えられる。

〈SK12〉（第13図）

東西3。85m、南北2。7m、深さ79。2cmである。内部は西側に向かってやや下がっている。

H
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〈SK13〉（第13図）

東西4。2m、南北は現存長1。5m、深さ32．6cmである。SK12と同じように西側に向かってやや

下がっているが、全体的に浅い。

〈SK14、15、P3〉（第14図）

規模は、それぞれSK14が東西0．8m、南北1。1m、深さ25。8cm、SK15は東西が0。4m、南北

0。6m、深さ29。Ocm、P3ほ直径0。4m、深さ18．2cmで、どれもやや不整形である。遺構の掘り込み

はどれも浅い。

／ll　二
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il一一－＿一l－　　　　－▼－▼

第掴図　＄K閥◎閥◎陛実測図
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第相国　＄臆閥◎陛実測図

〈SK16、P4〉（第15図）

規模は、SK16が東西0。35m、南北0。95m、深さ20。3cm、P4が直径0。5m、深さ13。Ocmで、

どちらも楕円形を呈している。SK16は他の遺構に比べるとかなりしっかりと掘り込まれている。

〈SK17〉（第16図）

東西が現存長1。75m、南北4．7m、深さ48．2cmで、もっとも大きい土壌である。東の調査区の壁に

向かってだんだんと深くなっており、壁際は部分的に深くなっている。

第相国　＄K閻実測図

13



〈SK18〉（第17図）

東西が0。65m、南北は1。3m、

深さ9。1cmである。中央部分が深

くなっているため、SKOlに

よって掘り込まれているものの、

弥生時代のものと思われるSK

18はほとんど壊されていなか

った。

〈SK19、20〉（第17図）

SK19は東西0．55m、

南北0。85m、深さ17。1cmで

SK20は東西が0。5m、南北が

現存長0。55m、深さが20。6

cmである。SK18、19、20

は割としっかりと掘り込まれて

いる。

第閻因　＄臆閥⑳臓◎鋼実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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摘　遺物　遺構外出土語

今回の調査では、包含層やすでに撹乱を受けた場所など、遺構に伴わない遺物も多く出土している。

その中から、比較的状態のよいものをここに挙げたい。

弥生土器（第18図1）

第18図1は嚢の口縁部及び胴部である。1から3は大きく外反し、細かい装飾が施されている。1

は外面に刺突文、2、3は外反した日録部の内面にも外面と同じような斜格子文が施されている。4

から1は嚢の目線部から胴部にかけてである。4は目線部がくの字に屈曲し、外面は胴部の上半分が

パケ目、下半分はミガキで調整されている。また、内部は横方向のミガキが部分的に施されている。

5から8ほ目線部の屈曲が強く、水平方向に開いている。5は目線部外面に刺突文が施されている。

6は内外面が粗いパケ目で調整されている。7は内外面とも丁寧なナデ仕上げである。8は口緑部の

屈曲がやや弱くなっている。外面はパケ調整である。

9から14は口縁部がやや斜め上に立ち上がっている。9は外面に粗いパケ目を施しているが、頚

部の境目に工具痕が残っており、恐らく頚部からパケ目を施した後、一部をナデ消したものと考えら

れる。10も内外面ともにパケ目調整されている。11は目線部外面にやや幅を持っている。外面は

ナデ、内面はパケ調整である。12は口緑部の端部が先細りしている。外面は細かいパケ、内面は粗

いパケ調整である。いずれも松本編年のⅢ－1式から2式に該当するものである。

弥生土器（第18図2）

13は弥生時代終わりから古墳時代にかけてのものである。目線部はほぼ垂直に立ち上がっている。

外面は細かいパケ、内面は頚部までのケズリで調整されている。全体的に器壁が薄い。14は脚部で

14
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ある。外面はナデ、内面は端部はナデ、屈曲部まではパケ、屈曲部より上はケズリが施されている。

器種は不明である。15、16は鉢である。15は外面はナデ、内面は細かいパケ目調整である。

16は15よりも古く、口緑部にやや幅を持つものとなっている。口緑端部に刺突文が施されてい

る。内面はかなり幅のあるパケ目調整である。17から24は賓の底部である。17から21、24

は底部からやや湾曲して胴部へと広がっている。いずれも外面はミガキ、内面は指頭庄痕が残るナデ

調整が施されている。22は底部からそのまま胴部に向かって膨らむように広がっている。底部中央

はやや凹面状になっている。外面は縦方向、内面は横方向のミガキである。23は胴部のみであり、

詳しいことはわからないが、比較的器壁が薄い。外面はミガキ調整されている。24は外面にミガキ

が施されているが、底部付近はさらにナデ調整がなされている。

25は口綾部であるが器種不明である。口緑端部は他に見られないもので、今回の出土遺物の中で

もこれ1点のみである。26は磨製石斧である。27は紡錘車である。下部分は多少剥離している。

28は竃の庇部分が剥離したものである。
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第相関　還構外遺物実測図（須恵器）

須恵器　（第19図上　2）

須恵器は9点出土している。1は宝珠状ツマミを持つ杯蓋である。外面はケズリ、内面はナデ調整

である。外面上部に1条の線がある。2は杯身で、口緑の立ち上がりは小さく、受け部はやや下に向

かって広がっている。内面に2条の線がある。3も同じく杯身で、2よりも後出のものである。4は

口緑部で、恐らく長頸壷のようなものと考えられる。器壁は薄い。5、6は高杯である。5は接合部

から脚部にかけてで、透かしなどは確認できなかった。内外面とも丁寧なナデ仕上げである。6は接

合部である。三角形の透かしの切り込みが残っており、内外面ともナデ仕上げである。7は脚端部で

17



あるが、詳しい器種は判別できない。恐らくこれも高杯であろうと思われる。外面に櫛状工具での刺

突文が確認できる。内外面とも丁寧なナデ仕上げである。8は器種不明であるが、何らかの接合部で

ある。内外面のナデ調整痕からこのような角度になると考えられる。9は大喪の口縁部である。外面

に10条の波状文が施されている。いずれも時期としては出雲5期から6期頃に該当すると考えられる。

（註4）

土師器　（第20図）

土師器は主立ったもので19点出土しており、その全てが腕、皿の類である。1から11が椀（もし

くは小型の皿）12から19が小型の皿である。

1は‡宛の底部である。底面には糸切り跡がはっきりと残っている。内外面とも丁寧なで仕上げであ

る。2は、底部から斜め上方に立ち上がり、目線部付近でやや湾曲する。底部は風化して糸切り痕は

見えないが、その他の部分は丁寧なナデが施されている。内面は強くナデたため、指の跡でやや湾曲

している。3は底部から斜め上方に立ち上がり、そのまま口緑端部に至る。底部には糸切り痕が残る。

これら3つは9世紀の終わり頃から10世紀にかけてのものと考えられる。（註5）

4は、底部のみ残存しているが、立ち上がりは丸く湾曲している。糸切り痕が残る。5も同じよう

に丸く湾曲して立ち上がっている。6は前述の2点と同じく丸く湾曲して立ち上がっているが、日録

端部で外反している。高台が付いていた痕跡がある。7は底部から丸く立ち上がって、口縁部まで真

っ直ぐに続いている。内外面とも凹凸が少なく、丁寧に仕上げられている。8は底部のみであるが、

同じく丁寧にナデ仕上げとなっている、以上5点のうち、4から6は12世紀、7、8はそれよりも少

し後出であると考えられる。

9は前述のものと同じく底部から丸く湾曲して立ち上がっている。底部内面に渦巻き状の溝がある。

10は底部の平坦面が大きく、立ち上がりもそれほど丸く湾曲していない。10は底部内面に9と

同じく渦巻き状の溝がある。以上3点は13から14世紀のものと考えられる。

小型の皿は9点出土している。11は底部に糸切り痕が確認できるものの、やや摩滅している、底

部内面の中央がやや高くなっている。底部から小さく湾曲し、立ち上がっている。12は底部から真

っ直ぐに立ち上がっている。底部内面は中央がくぼんでその周囲を取り囲むように高くなっている。

13は真っ直ぐ立ち上がって、口縁部付近で屈曲している。底部内面は中央がやや高くなっている。

14は真っ直ぐ立ち上がっていて、他のものよりも器壁が薄い。底部内面中央がくぼんでいる。15

は立ち上がりが小さく、やや湾曲している。他のものに比べて器壁が厚い。

16は外面にナデによる湾曲があり、目線端部との境界がはっきりとしている。17は短く真っ直

ぐに立ち上がる。18は底部から直立し、外反するように立ち上がっている。器壁はやや厚い。19

は湾曲しながら立ち上がる。外面には一条の線が措かれている。これらの小型の皿は12世紀もので、

やや後出すると思われる12は13世紀にかかる可能性もある。（註6、7）

掴∋舶緒

今回の調査では、遺構のほとんどが破壊されていた上、遺物が限られた遺構からしか出土しなかっ
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第鋼国　選構外遺物実測国立師器機）

たため断定するのはいささか不安であるが、確認された遺構は弥生時代中期から後期にかけてのもの

と考えられる。SKOlについては全くの不明であり、SK08については共伴遺物が中世頃のもの

であったが、遺構面は他の弥生時代中期のものと同じであることから、弥生時代中期頃の遺構と考え

た方が無難であろう。

共伴遺物のあったSKO2、03についてであるが、SK03は大量の遺物を伴っていたこと、ま

た遺物とともに不自然な状態で石が出土したことから、土墳墓であったと考えられる。SK02も断

定はできないが、SK03と状況がよく似ていることからこれも土墳墓である可能性がある。

SDOlはその位置から、SKO2、03という土墳墓とその他の遺構を区画する性格のものであ
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ると考えられる。

昭和60年に行われた第5次調査地の隣接地ということで、方形周溝墓や竪穴式住居の存在も考えら

れたが、検出された遺構の性格までを把握するのは今回の出土資料だけでは不可能であった。しかし、

出土資料の時期を考えれば、第5次調査の際出土した遺物との時期はそれほどの開きはないため、今

後周辺の調査が進んだ段階でその関係も明らかになるであろう。

註

（1）出雲市教育委員会　『天神遺跡発掘調査Ⅳ』　1986年3月

（2）正岡睦夫e松本岩雄編『弥生土器の様式と編年　山陰ご山陽編』　1992年5月

（3）　同上　P443　「口緑上面が平坦になり、「鋤形」あるいは「T」字形断面に発達したもの

である。」「北部九州の須玖Ⅲ式土器に類似している」

（4）大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」　島根考古学会誌第11集

1996年

（5）武田恭彰「岡山県に於ける古代土器様相の再検討」
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土　器　観　葉　表

挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

4 － 1 「ニ土二一月互 2 4．4

外／ナデ

日録内部、端部に

斜格子文

外／橙褐色

内／褐色

やや租

微砂粒 良

4 －2 賓 2 6．8

外／ナデ

内／ナデ

外／黄橙色

内／淡黄橙

色

やや密

微砂粒わず

か

やや良

4 －3 襲 17．6

外／縦パケ

内／ナデ

外／淡褐色

内／灰褐色

やや密

微砂粒多い やや良

6 －1 嚢 23．2

外／ナデ

内／斜パケ

外／橙褐色

内／暗褐色

やや租

微砂粒 良

6 － 2 嚢 15．8

外／斜パケ

内／斜パケ

外／淡黄褐
色

内／淡褐色

密

良

6 －3 嚢 17。2

外／縦パケ

内／斜パケ

外／暗灰褐
色

内／淡褐色

密

やや良

6 －4 嚢 2 4．2 8．4 2 7。0

外／縦パケ

底部付近 ミガキ

内／ 1 部パケ

外／淡褐色

内／黒褐色

やや租

微砂粒 ・小

石

やや良

6 － 5 嚢 18．6

外／ナデ

内／ナデ 褐色

やや租

小石わずか やや良

6 －6 應
瓦 18。4

外／縦ミガキ

内／ナデ

外／明褐色

内／褐色

やや租

微砂粒わず

か

やや良

6 －7 確
二瓦 18．6

外／斜パケ

内／斜パケ 黄橙色

やや密

微砂粒 良

6 －8 嚢 16。2

外／粗いミガキ

内／ナデ 淡褐色

やや密

微砂粒 やや良

内面に指頭庄

痕
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器・高

6 －9 嚢 15．8

外／ナデ

内／ナデ

外／黄橙色

内／淡橙色

やや租

微砂粒多い 良

6 －10 襲 14。2

外／縦パケ

内／斜パケ 淡褐色

やや租

微砂粒 やや良

6 －11 嚢 19。0

目線部内外ナデ

頚部内面ケズリ

外／淡褐色

内／淡黄褐

色

やや租

砂粒多い やや良

端部に格子文

6 －12 棄 18。0

外／ナデ

内／ナデ

外／黄褐色

内／淡褐色

やや租

微砂粒多い 良

6 －13 嚢

外／斜パケ

内／斜パケ

のち横ミガキ

外／暗褐色

内／橙褐色

密

やや良

部分片

6 －14 嚢

外／縦ミガキ

内／ナデ

外／暗褐色

内／暗灰褐

色

やや租

微砂粒多い やや良

内面指頭庄痕

6 －15 嚢 8。8

外／ナデ

内／ナデ

外／橙色

内／黄橙色

やや租

微砂粒 やや軟

内面やや風化

6 －16 婆 5。8

外／ナデ

内／ナデ

底／ナデ

外／黒灰色

内／灰色

やや粗

砂粒多い やや軟

6 －17 嚢 7。0

外／縦ミガキ

内／ナデ

底／ナデ

外／暗褐色

内／暗灰褐

色

租

微砂粒 。小

石

やや良

内面指頭庄痕

6 －18 嚢 5．4

外／縦ミガキ

内／横ミガキ、

底部ナデ

外／暗褐色

内／淡褐色

租

徴砂粒 e小

石

やや軟

6 －19 婆 6。8

外／縦ミガキ

内／パケ

底／ナデ

外／淡橙色

内／黄褐色

やや租

微砂粒 やや良
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

6 －20 壷 ？ 10。0

外／ナデ

内／ナデ

外／暗褐色

内／明褐色

やや租

砂粒多い やや良

須玖Ⅱ式？

6 －21 高杯？

外／縦ミガキ

杯部／ナデ 明褐色

やや租

徴砂粒多い やや良

6 －22 壷頚部？

外／ナデ、突帯に

刺突文

内／横 ミガキ

明褐色

やや租

微砂粒多い やや良

部分片

10 小型高杯 7。4 5。4 4。9

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

淡橙褐色

やや租

やや軟

18－ 1 襲 22。6

外／ナデ

内／ナデ

端部に刺突文

明褐色

租

砂粒多い やや軟

18－2 棄 23。6

外／ナデ

内 ・端部／斜格子

文

淡褐色

やや租

微砂粒多い やや良

18－3 襲

外／ナデ

内 ・端部／斜格子

文

明褐色

やや租

微砂粒多い やや良

18－4 襲 37。0

外／縦パケ、底付

近ミガキ

内／ナデ

橙褐色

外面は黒く

変色

やや租

微砂粒多い 良

18－5 棄 20。6

外／ナデ

内／ナデ

外／淡褐色

内／淡灰褐

色

やや租

砂粒多い やや軟

18－6 嚢 14。4

外／ナデ

内／斜パケ 暗褐色

密

良

18 －7 棄 17．2

外／ナデ

内／ナデ

外／暗灰褐

色

内／褐色

やや密

微砂粒 良
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

18－8 應
瓦 18．2

外／縦パケ

内／ナデ 暗灰褐色

やや租

微砂粒多い 良

18－ 9 嚢 18．6

外／縦パケ

内／ナデ

外／黒く変
色
内／暗橙褐
色

やや密

微砂粒 良

18－10 應瓦 14．8

外／縦パケ

内／ナデ

外／淡黄橙

色

内／淡橙色

密

やや軟

18－11 嚢 26．2

外／ナデ

内／部分的に斜パ

ケ

外／淡褐色

内／暗褐色

やや密

やや軟

18－12 嚢 16．4

外／縦パケ

内／斜パケ 淡褐色

やや密

砂粒わずか やや軟

18－13 應
瓦

外／横パケ

内／ナデ、頚部以

下ケズリ

外／淡褐色

内／明褐色

やや租

砂粒多い やや良

18－14 脚部 22．4

外／粗いナデ

内／部分的に横パ

ケ

明褐色

やや密

微砂粒 やや軟

18－15 鉢 25．8

外／ナデ

内／横パケ 灰白色

密

やや良

外面に指頭庄

痕

181 16 鉢 17．4

外／ナデ

内／斜パケ 暗褐色

やや密

微砂粒 やや軟

口緑端部に刺

突文

18－17 嚢 6．4

外／縦ミガキ

内／ナデ

外／褐色

内／淡黄橙

色

租

砂粒多い やや軟

18－18 聾 4．8

外／ミガキ

内／ナデ 灰褐色

やや租

徴砂粒多い 良

内面に指頭庄

痕
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

18－19 嚢 7．6

外／縦ミガキ 外／黒褐色 やや密

良

内面に指頭庄

内／ナデ

底／ナデ

内／淡黄橙

色

微砂粒 痕

18－20 嚢 5．6

外／縦ミガキ 外／淡橙色 やや密

やや良

内面に指頭庄

内／ナデ

底／ナデ

内／灰褐色 微砂粒 痕

18－21 蓄匿
ニ瓦 7．2

外／縦ミガキ

内／ナデ

底／ナデ

外／暗褐色

内／淡橙色

密

やや良

18－22 賓 7．0

外／縦ミガキ

内／ナデ

底／ナデ

淡黄橙色

やや租

砂粒多い やや良

18－23 嚢

外／縦ミガキ 外／淡褐色 やや租

やや良

内面に指頭庄

内／ナデ 内／暗褐色 微砂粒多い 痕

18－24 襲 5．3

外／縦ミガキ

内／ナデ

底／ナデ

外／暗黄橙
色
内／淡赤褐
色

租

砂粒多い やや良

18－25 壷？ 10．2

外／ナデ

内／ナデ 暗褐色

やや密

微砂粒 良

須玖Ⅱ式

に類似？

18－26 磨製石斧

残存長

6．3

残存幅

2．5

18－27 紡錘車 3。0 4．6

現存

1．9 淡褐色

密

やや軟

一部剥離

18－28 嚢　 庇 ナデ 淡褐色

18－ 1 杯蓋

外／回転ケズリ

内／回転ナデ 暗灰色

やや密

微砂粒 良

外面に1条の
洗練
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

19－2 杯身 12。2

外／高温により劣・

化

内／ナデ

外／灰白色

内／灰色

密

やや良

19－3 杯身 9。1

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／糸切痕？

外／暗灰色

内／灰色

密

良

19－4 長頸壷？ 11。3

外／回転ナデ

内／回転ナデ 暗褐色

密

良

19－ 5 高杯

脚部／内外面とも

回転ナデ

杯部／ナデ

外／青灰色

内／灰色

やや密

徴砂粒 良

19－6 高杯

外／ナデ

内／ナデ 灰褐色

やや密

砂粒わずか 良

19－7 高杯 13．0

外／回転ナデ

櫛状工具跡

内／回転ナデ

外／灰色

内／淡灰色

密

良

19－8 頚部 ？

外／回転ナデ

内／回転ナデ 暗灰色

密

良

外面胴部高温

で劣化

19－9 大喪 27。2

外／回転ナデ

内／回転ナデ 暗青灰色

密

良

外面に波状文

20－ 1 士不 5。4

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

明褐色

やや密

砂粒わずか やや軟

20－2 杯 5。3

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

黄橙色

密

やや良

20－3 杯 1工8 5。4 4。2

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転系切

淡褐色

やや密

微砂粒わず

か

やや良
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挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

2 0 － 4 杯 6。0

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

黄橙褐色

密

やや軟

2 0 － 5 杯 12 。4 6。9 3．3

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／ナデ

淡褐色

やや密

微砂粒わず

か

やや良

2 0 － 6 杯 11。4 5。8 4．1

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

外／褐色

内／明褐色

密

やや良

20 － 7 杯 4。4

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

外／暗黄橙

色

内／暗橙色

密

やや軟

20 － 8 杯 14。3

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転ナデ

明褐色

やや密

微砂粒わず

か

やや良

底部内面は粗

いナデ

20 － 9 小皿 4。2

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

黄橙色

密

やや良

20 －10 小皿 6。0

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転ナデ

明褐色

やや密

徴砂粒 やや良

2 0 －1 1 小皿 6。9 4。6 1。5

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

明褐色

密

軟

2 0 －12 小皿 6。8 4。8 1．3

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

外／淡橙色

内／淡黄橙

色

やや密

微砂粒わず

か

やや良

2 0 －13 小皿 8。2 5 ．0 工8

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

淡黄橙色

密

やや良

2 0 －14 小皿 7。4 3 。4 1．9

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転系切

外／淡橙色

内／淡褐色

密

やや軟

27



挿図番号 器　 種

法　　　 量 （cm ）

形態 ・手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

2 0 －15 小皿 7．3 4 ．3 1．4

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

橙色

やや密

微砂粒 やや軟

20 －16 小皿 6．0 3．5 1．8

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

暗褐色

密

やや良

20 －17 小皿 6．4 4．5 1．2

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

暗黄橙色

やや密

微砂粒わず

か

やや軟

20 －18 小皿 8．2 5．8 1．4

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

淡橙褐色

やや密

徴砂粒わず

か

やや良

20 －19 小皿 7．2 4．0 1．5

外／回転ナデ

内／回転ナデ

底／回転糸切

橙褐色

密

やや軟

外面に 1 条の

沈線
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